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西
有
年
・
坂
折
池
で
土
器
片

新
た
な
遺
跡
に
追
加

新
た
な
遺
跡
に
追
加

市
民
拾
っ
た
石
き
っ
か
け

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

７
月
か
ら
購
入
受
付

「
不
公
平
」と
不
満
の
声
も

　

西
有
年
の
坂さ

か

折お
れ

池
で
、

石
器
の
材
料
と
し
て
利
用

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
石
の

か
け
ら
を
市
民
が
発
見
。

届
け
出
を
受
け
た
赤
穂
市

教
育
委
員
会
の
現
地
調
査

で
複
数
の
土
器
片
も
見
つ

か
り
、「
西
有
年
・
坂
折

池
遺
跡
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。

　

最
初
に
石
の
か
け
ら
を

見
つ
け
た
の
は
西
有
年
の

高た
か

野の

博
文
さ
ん（
６５
）。
中

学
・
高
校
時
代
に
考
古
学

に
詳
し
い
先
生
に
誘
わ
れ

て
遺
物
の
採
集
調
査
に
参

加
し
た
経
験
が
あ
り
、
当

時
先
生
か
ら
「
干
上
が
っ

た
田
ん
ぼ
や
た
め
池
は
遺

物
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン

ス
」
と
教
わ
っ
た
。
昨
年

４
月
、
坂
折
池
が
た
め
池

改
修
に
伴
っ
て
水
を
抜
い

込
み
。
利
用
者
側
も
ペ
イ

ペ
イ
の
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
本
人
確
認
を

済
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
。

購
入
の
受
け
付
け
は
先
着

順
で
は
な
く
、
期
間
内
に

申
し
込
ん
だ
全
員
に
、
な

る
べ
く
均
等
に
な
る
よ
う

に
抽
選
で
配
分
す
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
分
８
０
０

０
万
円
を
含
む
事
業
費
１

億
０
２
７
５
万
円
の
全
額

を
国
の
「
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
で
ま
か
な
う
。

　

市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

「
広
報
あ
こ
う
」
で
商
品

券
の
概
要
を
告
知
。
市
に

よ
る
と
、「
な
ぜ
、
紙
の

商
品
券
で
は
な
い
の
か
」

「
ど
う
し
て
ペ
イ
ペ
イ
な

の
か
」
と
い
っ
た
問
い
合

わ
せ
が
複
数
あ
っ
た
と
い

う
。
赤
穂
民
報
に
も
市
民

か
ら
「
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
買
え
な
い
の

は
不
公
平
」「
購
入
ま
で

の
手
続
き
が
高
齢
者
に
は

難
し
い
」
な
ど
と
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

市
は
赤
穂
民
報
の
取
材

に
「
紙
の
商
品
券
は
印
刷

や
郵
送
で
事
務
経
費
が
倍

以
上
か
か
る
。そ
の
分
、市

民
に
還
元
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
の
額
が
減
っ
て
し
ま

う
」「
複
数
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
実

績
や
効
率
な
ど
を
総
合
的

に
比
較
し
て
、
ペ
イ
ペ
イ

が
最
適
と
判
断
し
た
」（
商

工
課
）と
選
択
理
由
を
説

明
。「
ス
マ
ホ
操
作
が
苦
手

な
人
の
た
め
に
ア
プ
リ
の

導
入
か
ら
商
品
券
の
購
入

申
し
込
み
ま
で
対
面
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
ブ
ー
ス
も
設

け
る
」と
し
、「
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
な
い
な
ど
の
理

由
で
商
品
券
を
購
入
で
き

な
い
方
に
は
申
し
訳
な
い

が
、
商
品
券
事
業
以
外
に

も
水
道
代
の
減
免
や
高
齢

者
バ
ス
運
賃
助
成
、
給
食

費
の
補
助
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
価
高
騰
対
策
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

市
は
商
品
券
の
購
入
申

し
込
み
開
始
日
に
合
わ
せ

て
７
月
１
日
か
ら
市
役
所

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
西
側
に
対
面
サ
ポ
ー
ト

ブ
ー
ス
を
設
置
（
８
月
１４

日
ま
で
平
日
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
）。
ま
た
、
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０

１
２
０
・
９
２
５
・
５
１

０
）
は
７
月
１
日
か
ら
１０

月
３１
日
ま
で
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
に
問
い
合
わ
せ

に
応
じ
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
の
商
品

券
事
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、

兵
庫
県
内
で
は
相
生
市
、

た
つ
の
市
は
全
市
民
に
１

人
１
万
円
分
を
紙
で
配

布
。
三
木
市
は
赤
穂
市
と

同
じ
く
ペ
イ
ペ
イ
の
デ
ジ

　 　

　 　

　 　

た
こ
と
を
知
り
、「
も
し

か
し
た
ら
」
と
思
っ
て
見

に
行
っ
た
と
い
う
。

　

現
場
に
到
着
し
て
す

ぐ
、
干
上
が
っ
た
池
底
の

表
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
る

黒
っ
ぽ
く
て
縁
が
鋭
利
な

小
石
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
た
。
石
の
色
や
断
面
な

ど
の
特
徴
は
、
か
つ
て
見

た
こ
と
が
あ
る
サ
ヌ
カ
イ

ト
と
同
じ
。
十
数
個
拾
い

集
め
て
市
教
委
へ
持
参
し

た
と
こ
ろ
、
う
ち
２
点
は

確
実
に
サ
ヌ
カ
イ
ト
だ
と

わ
か
っ
た
。
そ
の
後
の
市

教
委
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
同

じ
場
所
で
サ
ヌ
カ
イ
ト
２

点
が
見
つ
か
り
、
さ
ら
に

須
恵
器
の
破
片
も
十
数
点

発
見
さ
れ
た
。

　

サ
ヌ
カ
イ
ト
は
讃
岐
地

方
を
中
心
に
産
出
す
る
緻

密
で
硬
質
な
火
山
岩
。
硬

く
て
鋭
利
に
割
れ
る
特
性

が
あ
り
、
主
に
縄
文
時
代

以
降
か
ら
弥
生
時
代
に
矢

じ
り
や
石
刀
、
ナ
イ
フ
な

ど
の
打
製
石
器
と
し
て
活

用
さ
れ
た
。

　

市
教
委
に
よ
る
と
、
今

回
採
集
さ
れ
た
サ
ヌ
カ
イ

ト
は
香
川
県
の
金
山
産
と

考
え
ら
れ
、
赤
穂
で
は
産

出
し
な
い
こ
と
か
ら
「
古

代
の
人
々
に
よ
っ
て
運
び

込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
」
と
い
う
。
ま
た
、

土
器
片
は
奈
良
時
代
か
ら

中
世
頃
に
か
け
て
作
ら
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
、
同
じ

器
種
が
ま
と
ま
っ
て
発
見

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
窯

跡
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き

る
と
い
う
。

　

「
自
分
が
遺
物
を
採
集

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
現
場
一
帯
が
遺
跡
に

な
っ
た
と
知
り
、
驚
き
ま

し
た
」
と
高
野
さ
ん
。
高

野
さ
ん
が
見
つ
け
た
サ
ヌ

カ
イ
ト
は
赤
穂
市
立
有
年

考
古
館
で
開
催
中
の
企
画

展
「
新
発
見
！
新
収
蔵
！

赤
穂
の
歴
史
２
０
２
６
」

来
年
１
月
の
赤
穂
市
長
選

新
人
候
補
が
出
馬
意
向

元
市
職
員
の
髙
砂
賢
一
氏

　
来
年
１
月
に
任
期
満
了

と
な
る
赤
穂
市
長
選
に
、

新
人
で
元
同
市
職
員
の
髙た

か

砂さ
ご

賢け
ん

一い
ち

氏（
４２
）＝
坂
越
＝

が
無
所
属
で
立
候
補
す
る

意
思
を
固
め
た
こ
と
が
関

係
者
へ
の
取
材
で
わ
か
っ

た
。
同
市
長
選
へ
の
出
馬

表
明
は
髙
砂
氏
が
初
め

　

物
価
高
騰
対
策
の
一
環

で
、
赤
穂
市
は
１
口
（
２

０
０
０
円
）
で
３
０
０
０

円
分
の
買
い
物
が
で
き
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
「
あ

こ
う
地
域
応
援
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
」
を
最
大
８
万
口

販
売
す
る
。
市
内
の
利
用

協
力
店
舗
で
使
え
、
発
行

総
額
は
２
億
４
０
０
０
万

円
。市
は「
家
計
の
支
援
に

加
え
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と

効
果
を
期
待
す
る
一
方
、

デ
ジ
タ
ル
弱
者
に
と
っ
て

は
不
公
平
と
の
声
も
あ

る
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
１２

歳
以
上
を
対
象
に
１
人
最

大
１０
口
を
販
売
す
る
。
７

月
１
日
か
ら
８
月
２
日
ま

で
購
入
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
８
月
３
日
か
ら
９

月
３０
日
ま
で
利
用
で
き

る
。
た
だ
し
、
利
用
で
き

る
の
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
（
ペ
イ
ペ
イ
）」

の
市
内
加
盟
店
の
う
ち
本

事
業
に
参
加
す
る
店
舗
に

限
ら
れ
、
市
に
よ
る
と
３

３
０
店
舗
程
度
に
な
る
見

タ
ル
商
品
券
を
販
売
す

る
。
ま
た
、
西
脇
市
は
デ

ジ
タ
ル
と
紙
の
い
ず
れ
か

を
選
ん
で
申
し
込
め
る
。

髙砂賢一氏
て
。
近
く
会
見
を
開
き
、

正
式
に
出
馬
表
明
す
る
と

み
ら
れ
る
。

　
髙
砂
氏
は
赤
穂
市
で
生

ま
れ
育
ち
、
慶
應
大
環
境

情
報
学
部
を
卒
業
し
た
。

大
手
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー

の
帝
人
を
経
て
２
０
１
１

年
に
赤
穂
市
役
所
に
入

庁
。
広
報
係
長
、
兵
庫
県

市
長
会
派
遣
な
ど
を
務

め
、
今
年
３
月
末
で
退
職

し
た
。

市
長
選
の
日
程
決
定

投
票
日
は

１
月
１７
日

　
赤
穂
市
選
挙
管
理
委
員

会
は
１７
日
、
来
年
１
月
の

任
期
満
了
に
伴
う
赤
穂
市

長
選
の
主
要
日
程
を
発

表
。
１
月
１０
日
告
示
、
１７

日
投
票
に
決
ま
っ
た
。

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

は
１１
月
６
日（
金
）
に
行

い
、
立
候
補
届
出
書
類
の

予
備
審
査
は
１２
月
２１
日
〜

２５
日
に
実
施
す
る
。

　
▼
…
暑
さ
と
災
厄
吹
き

飛
ば
し
て
＝
坂
越
の
大
避

神
社
（
生
浪
島
堯
宮
司
）

で
初
夏
の
縁
起
物
「
祓
う

ち
わ
」
の
製
作
が
行
わ
れ

て
い
る
。
魔
除
け
の
赤
紙

を
貼
っ
た
う
ち
わ
に
生
浪

島
宮
司
が
「
祓
」
の
文
字

を
一
本
一
本
筆
書
き
し
て

い
る
。

　
「
暑
さ
と
一
緒
に
災
厄

も
吹
き
飛
ば
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
４０
年
以
上
前
か

ら
続
く
同
神
社
の
風
物

詩
。
無
病
息
災
を
願
う
輪

越
祭
を
前
に
６
月
２０
日

（
土
）か
ら
社
務
所
で
頒
布

す
る
。

　
平
柄
う
ち
わ
（
縦
３８

㌢
、
横
２４
㌢
）
は
限
定
３

０
０
本
で
初
穂
料
７
０
０

円
。「
大
祓
」
と
書
い
た

大
判
う
ち
わ
（
縦
４１
㌢
、

横
２８
㌢
）
は
限
定
８０
本
で

初
穂
料
１
７
０
０
円
。
送

料
別
で
地
方
発
送
も
可
。

☎
４８
・
８
１
３
６
。（
写
真

は
「
祓
う
ち
わ
」
に
文
字

を
書
き
入
れ
る
生
浪
島
堯

宮
司
）

　 　

で
８
月
３１
日
ま
で
展
示
さ

れ
て
い
る
。（
写
真
上
は

水
を
抜
い
た
坂
折
池
で
サ

ヌ
カ
イ
ト
を
見
つ
け
た
高

野
博
文
さ
ん
。
同
下
は
坂

折
池
で
採
集
さ
れ
た
サ
ヌ

カ
イ
ト
）
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市
民
ガ
イ
ド

産
廃
反
対
市
民
の
会
が
総
会

「
声
を
上
げ
続
け
る
」

関
心
喚
起
が
今
後
の
課
題

実から葉 不思議なキュウリ

　
▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　
▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　
▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３
　

　
▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　
▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
こ
と
な
ら
お
任

せ
。無
料
見
積
も
り
い
た

し
ま
す
。鏡
、硝
子
の
オ
ー

ダ
ー
カ
ッ
ト
加
工
も
お
任

せ
。三
樋
町
１８
の
４
☎
４３
・

５
４
１
４

　
▼
「
く
ら
電
」
＝
電
化

テ
ー
マ
に
描
い
た
作
品
と

自
由
作
品
を
約
７０
点
展
示

し
ま
す
。
☎
０
８
０
・
２

４
８
７
・
４
５
７
６
（
会

長
・
溝
口
記
久
生
）

　
▼
播
州
し
の
笛
の
調
べ

＝
「
播
州
城
山
流
し
の
笛

穂
有
会
」
の
七
夕
コ
ン
サ

ー
ト
。
赤
穂
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
亀
田
ひ

ろ
ぞ
う
さ
ん
の
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

の
演
奏
や
し
の
笛
と
の
コ

ラ
ボ
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

７
月
５
日（
日
）、
有
年
公

民
館
で
１３
時
半
〜
１５
時
。

入
場
無
料
。
☎
０
９
０
・

５
４
６
８
・
９
６
０
５

（
松
本
義
昭
）

　
▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」
＝

『
心
を
ゆ
る
め
る
〜
起
立

性
調
節
障
害
と
不
登
校
の

親
の
わ
か
ち
あ
い
の
時

間
』
６
月
２１
日（
日
）、
塩

屋
公
民
館
で
１３
〜
１５
時
。

会
員
は
無
料
、
非
会
員
は

３
０
０
円
。
申
し
込
み
不

要
。
開
催
時
間
内
は
い
つ

で
も
入
退
出
Ｏ
Ｋ
で
す
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
は
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
ね
。
☎
０
９
０
・

３
７
２
４
・
１
８
２
９

（
あ
い
ざ
わ
貴
代
）

間
内
（
７
時
〜
１９
時
）
で

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
月

給
２０
万
円
～
（
年
齢
経
験

に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）
危
険
物
免
許
あ
れ
ば

尚
良
し
○
パ
ー
ト
ア
ル
バ

イ
ト
／
営
業
時
間
内
で
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
任
意

希
望
時
間
）。時
給
１
１
１

６
円
～
。「
前
田
石
油
㈱
」

中
広
１
７
９
の
６
☎
４３
・

２
６
８
８

　
▼
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
＝
１８
時
〜
２１
時
ご

ろ
。
簡
単
な
下
ご
し
ら

え
、
掃
除
な
ど
で
す
。
主

に
金
土
日
と
祝
日
の
勤
務

で
す
が
、
月
〜
木
の
出
勤

も
時
々
あ
り
ま
す
。
時
給

１
１
２
０
円
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
お

好
み
焼
　
か
ご
飲
食
店
」

中
広
☎
４２
・
３
５
１
２

　
▼
「
赤
穂
絵
画
を
楽
し

む
会
」
展
＝
６
月
２１
日

（
日
）ま
で
赤
穂
市
立
図
書

館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
１０

〜
１８
時
（
２１
日
は
１６
時
ま

で
）。
赤
穂
城
跡
周
辺
を

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　
▼
良
縁
ご
紹
介・
結
婚

相
談
お
世
話
致
し
ま
す
＝

【
お
嫁
さ
ん
募
集
】○
３５
歳

男
性（
医
療
専
門
学
校
卒
）

○
３０
歳
男
性
○
３４
歳
男
性

（
パ
ソ
コ
ン
専
門
学
校
卒
）

○
30
歳
高
卒
女
性
募
集
再

婚
希
望
の
６２
歳
男
性（
大

商
大
卒
）。結
婚
紹
介
業

「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」寿
町

２
の
３
☎
０
９
０
・
８
５

３
９
・
６
７
８
７（
山
本
た

え
こ
）

　
▼
洗
車
機
プ
リ
カ
限
定

販
売
＝
入
荷
が
遅
れ
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
２０
㍑
付
き
洗
車

機
プ
リ
カ
５
０
０
０
円
で

数
量
限
定
販
売
中
で
す
。

ま
だ
少
量
残
っ
て
お
り
ま

す
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

「
㈱
明
星
　
赤
穂
Ｓ
Ｓ
」

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん
前

☎
４６
・
３
１
７
７

　
▼
正
社
員
・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
大
募
集
＝
赤
穂

東
Ｓ
Ｓ
、
赤
穂
イ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｓ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
の
給
油
及
び
洗
車
や
軽

作
業
○
正
社
員
／
営
業
時

製
品
の
販
売
か
ら
、
エ
ア

コ
ン
の
取
付
、
ア
ン
テ
ナ

工
事
、各
種
リ
フ
ォ
ー
ム
、

介
護
用
手
摺
の
設
置
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
樹
木

伐
採
等
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　
▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　
▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

　
▼
交
通
事
故
救
護
の
皆

様
に
御
礼
＝
６
月
１０
日
１９

時
４４
分
ご
ろ
、
惣
門
町
の

交
差
点
で
あ
っ
た
交
通
事

故
で
、
救
護
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
皆
様
へ
紙
面
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　
▽
２１
日
＝
く
ぼ
か
わ
医

院
（
加
里
屋
１
７
３
８
）

☎
０
７
９
１
・
４２
・
２
１

４
０ 休

日
急
患
診
療
医

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

【
壁
は
、
子
ど
も
の
中
に

な
い
～「
と
も
に
学
ぶ
」教

室
を
つ
く
る
た
め
に
～
】

　
障
が
い
の
あ
る
子
と
な

い
子
が
「
と
も
に
学
ぶ
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
、
私
が

こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
を
整
理
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た

い
の
は
、
同
じ
場
所
に
い

る
だ
け
で
は
「
と
も
に
学

ぶ
」
こ
と
に
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
師
に
よ
る
個
別
の
支
援

や
ル
ー
ル
・
道
具
の
工
夫

は
大
切
で
す
が
、
あ
く
ま

で
手
立
て
で
あ
っ
て
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
乗
り
越
え
る
べ

き
壁
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
障
が
い
そ
の

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
を
妨
げ
て
い
る
の

は
、
多
く
の
ル
ー
ル
が
多

数
派（
障
が
い
の
な
い
人
）

を
前
提
に
つ
く
ら
れ
「
当

た
り
前
」
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
「
障
が
い

が
あ
る
か
ら
、
で
き
な
く

て
も
仕
方
が
な
い
」
と
い

う
偏
見
で
す
。
壁
は
、
子

ど
も
の
中
に
で
は
な
く
、

周
り
の
環
境
や
多
数
派
の

側
に
あ
る
の
で
す
。

　
壁
が
環
境
の
側
に
あ
る

な
ら
、
整
え
る
べ
き
も
環

境
で
す
。
た
だ
し
、
教
師

が
「
あ
の
子
の
た
め
に
」

と
一
方
的
に
手
を
加
え
る

と
、「
特
別
扱
い
」
の
空

気
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
が
「
こ

の
ル
ー
ル
じ
ゃ
一
緒
に
で

き
な
い
」
と
自
分
で
気
づ

く
よ
り
先
に
教
師
が
ル
ー

ル
を
変
え
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
気
づ
き
の
機
会
が
失

わ
れ
ま
す
。
教
師
に
で
き

る
の
は
、
子
ど
も
が
排
除

と
い
う
状
況
に
気
づ
き
、

悩
み
、
考
え
ら
れ
る
環
境

を
整
え
て
、
そ
っ
と
後
押

し
す
る
と
こ
ろ
ま
で
。
そ

の
先
の
葛
藤
を
解
決
す
る

の
は
子
ど
も
自
身
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は
、
押
し

つ
け
て
分
か
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
で
も
多
く
の
子
は

「
も
う
無
理
」
と
、
と
も

に
学
ぶ
こ
と
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
教
育
者

と
し
て
あ
き
ら
め
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
そ
の
場
で
解

決
で
き
な
く
て
も
、「
一

緒
に
で
き
て
い
な
い
け

ど
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な

？
」
と
一
度
違
和
感
に
触

れ
た
経
験
は
、
何
年
も
先

に
な
っ
て
芽
を
出
す
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
た
だ
、「
待
つ
」
こ
と

が
で
き
る
の
は
多
数
派
だ

け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
待

っ
て
い
る
あ
い
だ
も
、
障

が
い
の
あ
る
子
は
「
迷
惑

が
ら
れ
る
」
つ
ら
さ
を
今

ま
さ
に
引
き
受
け
て
い
ま

す
。
多
数
派
の
成
長
を
待

つ
あ
い
だ
も
、
少
数
派
の

子
が
傷
つ
か
ず
に
い
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
あ
き
ら

め
な
い
覚
悟
と
、
待
つ
あ

い
だ
に
少
数
派
を
守
る
設

計
。
こ
の
両
方
が
そ
ろ
っ

て
初
め
て
、
と
も
に
学
ぶ

教
室
は
成
り
立
つ
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

入
口
で
あ
る
共
感
は
、

「
他
人
の
違
い
を
教
わ
る

こ
と
」
よ
り
も
、「
自
分
も

壁
の
外
側
に
立
た
さ
れ
た

経
験
が
あ
る
」
と
気
づ
く

こ
と
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
経
験
を
入

口
に
相
手
の
事
情
を
知
ろ

う
と
す
る
。
た
だ
し
「
自

分
と
同
じ
だ
」
で
終
わ
ら

せ
ず
、「
同
じ
高
さ
の
壁

で
は
な
い
」
こ
と
も
忘
れ

な
い
。
そ
の
両
方
を
持
て

る
人
を
育
て
る
こ
と
―
―

そ
れ
が
、
教
育
に
携
わ
る

者
と
し
て
の
私
の
願
い
で

す
。（
教
育
学
部
保
健
教
育

学
科
講
師
・
萩
原
大
河
）

　
　 

＊
　
＊
　
＊

　
次
回
か
ら
は
社
会
福
祉

学
部
社
会
福
祉
学
科
講
師

の
石
田
咲
子
先
生
が
担
当

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　 　

　 　

「
不
倫
の
示
談
金
必
要
」

息
子
装
い
６
０
０

万
円
だ
ま
し
取
る

　
不
倫
相
手
へ
の
示
談
金

を
名
目
に
、
赤
穂
市
内
の

ア
ル
バ
イ
ト
女
性（
７７
）が

「
息
子
」
を
名
乗
る
男
に

現
金
６
０
０
万
円
を
だ
ま

し
取
ら
れ
、
赤
穂
署
が
特

殊
詐
欺
事
件
と
し
て
捜
査

し
て
い
る
。

　
同
署
に
よ
る
と
、
今
月

８
日
、
女
性
宅
の
固
定
電

話
に
息
子
を
名
乗
る
男
か

ら
「
携
帯
電
話
番
号
が
変

わ
っ
た
」
な
ど
と
嘘
の
電

話
が
あ
り
、
翌
日
に
同
じ

男
か
ら
「
職
場
の
既
婚
女

性
と
男
女
の
仲
に
な
り
妊

娠
さ
せ
、
中
絶
さ
せ
た
」

「
示
談
金
６
０
０
万
円
を

支
払
わ
な
い
と
い
け
な

い
」
な
ど
と
し
て
金
の
工

面
を
要
求
さ
れ
た
。
女
性

は
呼
び
出
し
に
応
じ
、
姫

路
市
内
の
路
上
で
弁
護
士

を
か
た
る
男
に
金
を
渡
し

た
と
い
う
。

　
１０
日
に
女
性
が
息
子
宅

を
訪
問
し
、
被
害
に
遭
っ

た
と
わ
か
っ
た
。
男
は
２０

歳
く
ら
い
で
身
長
１
５
０

㌢
ほ
ど
の
細
身
、
黒
色
の

半
袖
上
衣
と
黒
い
ズ
ボ
ン

を
着
て
い
た
と
い
う
。

西
有
年
の
県
道
で

「
熊
の
よ
う
な
獣
」

　
６
月
１５
日
午
後
１０
時
１５

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
西
有
年

の
県
道
大
津
西
有
年
線

で
、
熊
の
よ
う
な
動
物
を

目
撃
し
た
と
１
１
０
番
通

報
が
あ
っ
た
。

　
赤
穂
署
に
よ
る
と
、
バ

イ
ク
で
走
行
中
の
人
が
、

四
本
足
で
歩
く
体
長
１
㍍

ほ
ど
の
黒
っ
ぽ
い
獣
を
見

て
通
報
。
警
察
の
現
場
確

認
で
は
熊
の
痕
跡
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
有
年
原
の
久
保
昭
臣
さ

ん（
８３
）の
畑
で
、
実
か
ら

葉
が
生
え
た
キ
ュ
ウ
リ
が

育
ち
、
珍
し
い
と
話
題
に

な
っ
て
い
る
。

　
赤
穂
民
報
に
写
真
を
提

供
し
て
く
れ
た
久
保
さ
ん

に
よ
る
と
、
キ
ュ
ウ
リ
の

長
さ
は
約
２８
㌢
。
先
端
に

近
い
表
面
か
ら
長
さ
約
９

㌢
、
幅
約
７
㌢
の
葉
が
１

枚
生
え
て
い
る
と
い
う
。

　
久
保
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ

ろ
、
植
物
に
備
わ
る
「
全

能
性
」
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
。

　
全
能
性
と
は
、
一
つ
の

細
胞
が
再
び
あ
ら
ゆ
る
組

織
や
器
官
に
分
化
し
、
完

全
な
個
体
を
再
生
で
き
る

能
力
。
植
物
の
体
細
胞
は

い
ず
れ
も
根
や
茎
、
葉
、

花
に
変
化
す
る
遺
伝
情
報

を
持
っ
て
お
り
、
ど
の
細

胞
か
ら
で
も
個
体
を
復
元

で
き
る
と
い
う
。

　
久
保
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
」
と
、
葉
の
生
え

た
キ
ュ
ウ
リ
を
収
穫
し
て

原
小
学
校
に
提
供
し
た
。

（
写
真
は
実
か
ら
葉
が
生

え
た
キ
ュ
ウ
リ
＝
久
保
昭

臣
さ
ん
提
供
）

　
赤
穂
市
自
治
会
連
合
会

な
ど
１７
団
体
で
構
成
す
る

「
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
反
対
赤
穂
市
民
の

会
」（
勝
田
三
好
会
長
）

は
２
０
２
６
年
度
総
会
を

加
里
屋
中
洲
の
赤
穂
市
民

会
館
で
開
き
、
今
年
度
の

活
動
方
針
及
び
予
算
を
決

定
し
た
。

　
同
会
は
自
治
連
の
ほ
か

観
光
協
会
や
漁
協
な
ど
各

種
団
体
が
集
ま
り
２
０
１

５
年
に
発
足
。
福
浦
と
西

有
年
で
計
画
が
あ
る
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設

に
反
対
す
る
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　
総
会
で
は
活
動
方
針
と

し
て
、
引
き
続
き
行
政
と

の
情
報
共
有
・
連
携
に
努

め
る
ほ
か
、
処
分
場
建
設

の
許
可
権
を
持
つ
兵
庫
県

へ
の
要
望
・
陳
情
、
会
報

誌
の
発
行
な
ど
を
承
認
し

た
。
出
席
者
か
ら
は
「
反

対
の
声
を
上
げ
続
け
、
処

分
場
を
作
ら
せ
な
い
こ
と

が
次
世
代
へ
の
責
任
」

「
市
民
の
会
の
存
在
を
よ

り
広
く
知
ら
せ
る
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、

勝
田
会
長
は
「
市
民
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
課

題
」
と
具
体
策
を
検
討
す

る
意
向
を
示
し
た
。（
写

真
は
今
年
度
の
活
動
方
針

を
決
定
し
た
「
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
建
設
反
対

赤
穂
市
民
の
会
」の
総
会
）

　
▼
…
事
故
の
危
険
を
疑

似
体
験
、
尾
崎
小
で
自
転

車
安
全
教
室
＝
自
転
車
の

運
転
を
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

で
き
る
機
械
を
用
い
た
交

通
安
全
教
室
が
尾
崎
小
学

校
（
大
手
壽
之
校
長
）
で

あ
り
、
３
年
生
児
童
約
４０

人
が
受
講
。
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
の
安
全
運

転
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
し

た
。

　
赤
穂
警
察
署
の
協
力
で

兵
庫
県
警
か
ら
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
貸
し
出

し
を
受
け
た
。
機
械
に
固

定
し
た
自
転
車
の
ペ
ダ
ル

を
踏
む
と
モ
ニ
タ
ー
に
映

る
景
色
が
動
く
仕
組
み
。

画
面
に
は
信
号
や
標
識
に

加
え
て
対
向
車
や
歩
行
者

な
ど
も
現
れ
、
自
転
車
を

運
転
す
る
際
に
起
こ
り
う

る
危
険
を
安
全
に
疑
似
体

験
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち

は
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら

慎
重
に
ハ
ン
ド
ル
と
ブ
レ

ー
キ
を
操
作
し
た
。

　
日
頃
か
ら
自
転
車
に
乗

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
梅

澤
慶
君
（
８
）
は
「
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
た
方
が
安

全
だ
と
わ
か
っ
た
」
と
再

認
識
し
た
。
同
署
は
「
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

『
止
ま
る
、
見
る
、
待

つ
』
を
し
っ
か
り
心
掛
け

て
」
と
呼
び
掛
け
た
。

（
写
真
は
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
交
通

安
全
教
室
）

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　


	20260620_01面
	20260620_02面

